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歌
意 

春
の
霞
が
流
れ
る
と
と
も

に
、
青
柳
の
枝
を
口
に
く
わ
え
て

は
、
飛
び
つ
つ
鶯
が
鳴
く
こ
と
よ 

 

春
霞
、
青
柳
の
若
葉
、
鶯
の
囀
り
と

春
ら
し
さ
が
漂
い
ま
す
。
た
だ
、
枝
を

咥
え
て
鶯
が
鳴
く
も
の
だ
ろ
う
か
と

思
う
人
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
は
咋
鳥
文
と
い
う
図
様
を

模
し
た
も
の
で
す
。 

花
喰
い
模
様
は
、
正
倉
院
宝
物
の

金
銀
平
脱
背
八
角
鏡
、
紅
牙
撥
鏤
尺

な
ど
に
出
て
き
ま
す
。 

鳥
は
ヤ
ツ
ガ
シ
ラ
、
キ
ン
ケ
イ
、
サ

ン
ジ
ャ
ク
、
イ
ン
コ
、
ク
ジ
ャ
ク
、
オ

シ
ド
リ
、
カ
モ
、
キ
ジ
、
ク
ジ
ャ
ク
な

ど
多
彩
。
起
源
は
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ

ャ
で
、
力
の
誇
示
、
豊
饒
、
予
祝
、
信

仰
か
ら
興
り
、
８
世
紀
に
な
り
、
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
上
の
各
地
の
織
物
、
金
属

製
品
、
壁
画
な
ど
に
登
場
し
ま
す
。
東

の
果
て
の
日
本
に
は
、
仏
教
美
術
と

重
な
っ
て
、
中
国
、
韓
国
か
ら
伝
え
ら

れ
た
よ
う
で
す
。 

鶯
うぐひす

 
 


